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診療がスムーズに行えるよう、
処方・検査・予約などカルテの
代行入力を行います。診断書や意見書
などの文書作成の代行を行い、医師の
事務作業の負担軽減を行っています。
また、事務職員が出張や研修、日当
直などの事務作業に関わる補助もして
いて、先生の身近な存在となっています！

当院で平成２９度からスタートした NP
（Nurse Practitioner）は、動脈血採血や膀胱瘻
カテーテル交換、病棟での発熱・腹痛などの初期
対応を行い、医師へ情報を提供しています。
休日の待機も行い、
医師の負担軽減に
つながっています。

子育て中の医師が活躍しています！
安心して診療継続ができるよう様々な設備や制度を確立しました。

〇託児事業「めだかクラブ」地域の方が預かってくれます。休日の研
修や当直のサポートをします。
〇病児保育室「コスモス」急な発熱や胃腸炎などで保育に困ったとき
には、院内の敷地にある病児保育室に預けることができます。
その他、お迎えやごはんを作ったりする

得など、いろいろな制度利用ができます！

＜総合診療の先生へ＞
医師が本来の業務に注力で

きるように協働して診療に携
わっています。今後も、気管
カニューレの交換など、この
地域に必要な特定行為を増や
していきたいと思っています。

診療看護師長 日高美晴

超音波検査や造影剤の注入など、
技術部の職員ができる守備範囲を
広げています！また、医師とコ
ミュニケーションを図り、異常値
など迅速な情報提供に努めていま
す。

院内にある授乳室



地域連携室では、行政機関や福
祉施設、他の医療機関と顔の見え
る関係を築き、紹介患者の受け入
れや退院先・転院先などの調整が
スムーズにできるように心がけて
います。また、地域連携ハンド
ブックを作成し、圏域の医療・介
護福祉関係機関の役割がわかるよ
うにしています。

の医師が活躍しています！
安心して診療継続ができるよう様々な設備や制度を確立しました。

〇託児事業「めだかクラブ」地域の方が預かってくれます。休日の研
修や当直のサポートをします。

急な発熱や胃腸炎などで保育に困ったとき
には、院内の敷地にある病児保育室に預けることができます。
その他、お迎えやごはんを作ったりする育児のための部分休業の取

な制度利用ができます！

平成30年度の診療報酬改定では地域
包括ケアシステムの構築と医療機能の分
化・強化、連携の推進が重要課題として
挙げられました。
わが国では、2015年に高齢者1人に

対して現役世代（15～65歳）は2.3人
なりました。2065年には高齢者1人を
現役世代1.3人で支える時代がやってき
ます。今後、医療・福祉を維持していく
ためには、高齢者に
なっても自立した
生活をおくり、
健康寿命を伸ばす
ことが求められて
います。

このような中、公立邑智病院では平成
26年から地域包括ケア病床を立ち上げ
ました。要介護状態になっても住み慣れ
た地で可能な限り自立した、自分らしい
生活を人生の最後まで続けることができ
るよう、支援を行っています。在宅復帰
率は平成29年度までは平均86.8％、平
成30年度に入っても83.3％と退院後も
自立度の高い生活を提供しています。
また、公立邑智病院は人口約1万9千

人の邑智郡における唯一の救急告示病院
です。年間700台程度の救急車受け入
れがあります。緊急手術や心臓カテーテ
ル治療といった侵襲的かつ専門的治療は
3次救急医療機関へ搬送しますが、可能
な限りの救急疾患を受け入れており、ほ
どよく救急医療を学ぶことができます。

公立邑智病院は島根県立中央病院総合
診療専門研修プログラムの専門研修連携
施設です。共に学び、よりよい医療を提
供できる仲間を募集しています！
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募集科目 総合診療科（内科系） 法適用区分 地方公営企業法一部適用

診療方針
郡内唯一の急性期・救急病院として地域の安心の一翼を担う。常勤医師は個々の専門性にとらわれる

ことなく、総合医として、日常的医療（ありふれた病気や怪我）の８割をカバーすることを目標にして
います。

診療科体制

総合診療科常勤医師 5名
上部・下部消化管内視鏡検査を行っており、希望があれば研修も可能です。
専門的な治療が必要な場合は、出雲市や浜田市、広島市の高次医療機関へ転送しています。
外科、整形外科、泌尿器科、小児科、産婦人科、歯科には常勤医が勤務しています。
非常勤医師による外来を、内分泌代謝科・精神科・麻酔科を週１日、血液内科・皮膚科・心療内科を隔
週、循環器内科を月１日行っています。
人工透析を泌尿器科医師が中心となって１１床管理しています。

病床数 98床（一般病床57床、地域包括ケア病床41床）

医療設備
・ＭＲＩ検査装置（１．５テスラ） ・Ｘ線ＣＴ装置（６４列） ・電子内視鏡システム
・電子カルテシステム（ＭＩ・ＲＡ・Ｉｓ） 等

職務内容

【外来】
総合診療科の初診及び再診を各週１回。一日平均患者数は初診20名、再診40名程度。
内科救急担当を午前か午後週２回。
【病棟管理】
平均受け持ち患者数は１２人程度(総合診療科）

当 直 平日2～5日／月程度（応相談） 待機業務 ６日／月程度

データ
・救急車の台数は、平成29年度年間687台
・内視鏡件数は、1,101件／年間
・外来51,061人／年間（内救急患者数3,499人、総合診療科15,728人）

瑞穂ICから
車で15分


